
　 誰でも 得意なこ と や苦手なこ と はあり ますが、 なかには発達的な特性や心身の障害（ 身体障害・ 知的障

害・ 精神障害〔 発達障害※含む〕） などを背景と して、 周囲と 同じ方法やペースで働く こと が難しい場合があり

ます。 特に、 特性や障害によっては、 外側からはみえにく く 、 特性の強さや、 症状の現れ方の個人差が大き

いこ と から 、 本人も周囲も課題の背景に気づきにく いこ と があり ます。 職場でのコミ ュニケーショ ンや、 業

務の遂行がう まく いっていないと 感じたと きには、 これらの背景が隠れている可能性の視点を持つこと で、

対応しやすく なる場合もあり ます。

　 対応をする際には、 ４ つのポイント を意識すること が大切です。 まず、「 事例性を扱う 」 こ と です。 どのよ

う な業務内容等に困り ごと が生じているのかを具体的に整理し、 特性や状況に応じた工夫を検討する視点を

もって対応をすること が重要です。 ２ つ目に「 環境を工夫する（ 環境調整）」 こ と です。 職場環境や指示の出

し方等を工夫するこ と で困り ごと を減らすこと が可能です。 例えば、 曖昧な指示ではなく 具体的な指示を心

掛ける、 感覚過敏などにより 仕事に集中しにく い場合は耳栓などを活用する、 などです。 ３ つ目に「 長所を

伸ばし褒める」 こ と です。 本人の得意なこ と 、 できたこ と をしっかり 評価し褒めるこ と 、 長所を伸ばす視点

を持つこと で、 自信をもって業務に取り 組みやすく なり ます。 最後に、「 サポート を活用する」 こ と です。 仕

事上の困り ごと などを整理・ 相談できる場と して健康管理室や相談室を利用すること が助けになり ます。 ま

た、 一緒に仕事をする上司や同僚がより 困り 感を感じている場合、 上司や同僚がサポート につながるこ と も

大切です。

　 このよう な対応は、 人手不足で忙しい日常のなかでは、 大変な側面もあるかもしれません。 しかし、 こ う

した対応・ 視点は、 発達的な特性や障害の有無に限らず、 誰もが安心して働く こ と ができ、 活躍できる職場

づく り につながり ます。 視力が悪い職員がメ ガネをかけ、 足を怪我した職員が車椅子を使う よう に、 職員一

人ひと り の状況や背景を理解し、 職場でできる工夫を一緒に考えるこ と は特別なこと ではあり ません。 相互

に理解を深めながら、 お互いにと ってよい働き方をみつけること が、 健康でいきいきと 働く ための職場づく

り に活かされるこ と を祈ってます。 障害の定義や合理的配慮など、 より 詳しく 知り たい方は、 パンフレッ ト

をご覧く ださい。

※脳の働き方の違いにより 、 物事のと ら えかた

や行動のパタ ーンに違いがあり 、 そのために日

常生活に支障のある状態（ 国立研究開発法人国

立精神・ 神経医療研究センタ ー精神保健研究所

こ こ ろ の情報サイ ト より ）。
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